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P ８～P ９ •【特集】留萌市市制施行 70年特別企画「中学・
高校生との意見交換会」を開催しました！

　　　P10  •各常任委員会からの報告
　　　　　　•森林・林業・林産業活性化推進議員連盟からの報告
 P11～P13 •第３回定例会一般質問項目
　　　P14 •決算審査特別委員会からの報告
　　　P15 •こんなことが決まりました
  •各組合議会からの報告 ………………… ほか

留
萌
市
市
制
施
行
70
年
特
別
企
画

「
中
学
・
高
校
生
と
の
意
見
交
換
会
」を

開
催
し
ま
し
た
！

　

昨
年
６
月
、
公
職
選
挙
法

の
改
正
に
よ
り
選
挙
権
年
齢

が
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら

れ
、
そ
の
１
票
が
地
域
社
会

を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

留
萌
市
議
会
で
は
、
留
萌

市
市
制
施
行
70
年
特
別
企
画

と
し
て
、
8
月

9
日
、「
中
学
・

高
校
生
と
の
意

見
交
換
会
」
を

学
生
を
対
象
に
初
め
て
開
催

し
ま
し
た
。

　

議
会
と
の
意
見
交
換
を
通

し
て
、
若
い
世
代
に
も
自
分

た
ち
が
暮
ら
す
マ
チ
に
も
っ

と
関
心
を
持
ち
、
故
郷
留
萌

の
未
来
を
考
え
る
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
と
の
想
い
か
ら
企

画
し
、
市
内
３
中
学
校
、
２

高
校
か
ら
生
徒
16
人
が
参
加

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
は
、
議
員
を

交
え
た
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
議
場
で

の
グ
ル
ー
プ
代
表
の
発
表
、

参
加
生
徒
か
ら
議
会
へ
の
質

問
の
３
構
成
で
行
わ
れ
、
議

場
の
演
壇
で

発
表
し
「
一

問
一
答
」
に

答
え
る
な
ど

本
番
さ
な
が
ら
に
議
場
の
雰

囲
気
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

参
加
い
た
だ
い
た
学
校
関

係
者
、
生
徒
の
皆
さ
ん
に
お

礼
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
こ

の
度
の
意
見
交
換
会
で
い
た

だ
い
た
ご
意
見
は
、
議
会
運

営
委
員
会
で
協
議
し
、
担
当

す
る
各
常
任
委
員
会
に
お
い

て
議
論
し
て
い
ま
す
。

生
徒
た
ち
が

議
会
を
体
験

▼一日議会体験に参加した市内中学校・高校の生徒たち

▲多くの意見が出されたワークショップ

※皆さんからいただいたご意見は議会運営委員会で協議し、担当する各常任委員会において議論しています。

■ワークショップで出された意見（一部抜粋）

■市議会への質問（一部抜粋）

■参加いただいた生徒の皆さん（敬称略）
グループ 氏　　名（学校・学年）

Ａ 中原優希 ( 留萌高校２年生 )、高橋文香 ( 留萌千望高校２年生 )、山本花凜 ( 留萌中学校３年生 )、新谷佳己 ( 港南中学校３年生 )
Ｂ 佐藤孝紀 ( 留萌高校２年生 )、小笠原舞 ( 留萌千望高校２年生 )、関　瑞穂 ( 北光中学校２年生）、久保和貴 ( 留萌中学校３年生 )
Ｃ 石田美希 ( 留萌高校２年生 )、檜森夢佳 ( 留萌千望高校３年生 )、中島沙知 ( 北光中学校３年生 )、田中風花 ( 港南中学校３年生 )
Ｄ 入谷　龍 ( 留萌高校２年生 )、川那邊遙弥 ( 留萌千望高校２年生 )、野口真希 ( 留萌中学校２年生 )、亀谷涼太 ( 港南中学校３年生 )

▲多くの意見が出されたワークショップ▲多くの意見が出されたワークショップ

テ  ー  マ 意　　見

①留萌に魅力を感じる
か。魅力を高めるため
に何が必要でどう変
わっていくべきか

②今、学校で課題になっ
ていること

③市内の公共施設につい
て（市役所、公民館、
スポーツセンター、温
水プールぷるも）

 ・

 ・
 ・
 ・

 ・

 ・

 ・

スマートフォンを持っている人と持っていない人
との間に距離ができている
生徒同士はフレンドリーだが学力の低下が著しい
留萌高校と千望高校の統合への不安
大人同士の議論が進んでいるが、実際にそこで学
ぶ生徒たちで話し合う場がほしい
統合により今まで続いている地域との交流はどう
なるのか
高校の統廃合で規模立地、制服、年間行事の継続
などに不安がある
生徒が在学中に２回の閉校を体験しないように
と、配慮してくれたのは分かっているが、母校が
なくなるという残念さは感じる

 ・
 ・
 ・

 ・
 ・

 ・

温水プールぷるもを冬にも使えるようにしてほしい
ぷるもの利用期間を（今よりも）長くしてほしい
夏期間の開放でよい。そのかわりＰＲをしっかり行
い期間中の利用増を促すことが大切
公共施設にWi-Fi があれば利用しやすい
公共施設の利用案内をホームページも含めてわかり
やすく公開してほしい
公共施設と商業施設が複合したものがあればと思う

 ・漁業が盛ん／海（カニ釣り）／海産物が豊富／
夕陽や景色がきれい／海の幸、山の幸が豊富／犯
罪が少なく安心なマチ／地域の方が優しい。明る
く挨拶したり、話し掛けたりしてくれる

質　　　問 答　　　弁

大人は、留萌に対して魅力を感じる場
所はどこだと思うか

やはり、大人も自然の豊かな黄金岬などが一番だと思う。今日いただいた意
見など、大人も子どもも思っていることは同じだが、どうやって生かすかが
課題。議会でしっかり議論して、皆さんに返したいと思う。

旧幌糠小中学校の利活用は現在、６次産業化に力を入れており、特産品などが
作られている。また、教室の整備もされているが、体育館の利活用はされてい
ないので、貴重な意見として受け止め、常任委員会で話し合っていきたい。

北光中学校の閉校後の利活用について議会としては、正式な審議はしていな
いが、人材開発センター（パワスポ）と市が協議をしている段階で決定して
いない。利活用するとしたら、金額など条件について協議している。

 ・買い物を楽しめる施設、遊具（遊具場）／宿泊施
設／市民にもっと留萌のことを知ってもらう／冬
のイベントを増やしてほしい／通学時のバスが混
むので本数を増やしてほしい／黄金岬の駐車場の
整備／小中学校、高校を通じて上級生が下級生を
教えられる「学びの場」をつくると良い

■留萌に魅力を感じるところ

■魅力を高めるために何が必要か

旧幌糠小学校の体育館の有効活用は現
時点で可能か

北光中学校は、閉校後どのように利活
用されるのか教えてほしい
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坂
本　
　

茂  

無会派

質
問

観
光
の
持
続
的
発
展
を
図
る
た
め
に

　

黄
金
岬
の
老
朽
化
し
た
市
の
施
設
の
改
修
。

礼
受
の
国
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
「
留
萌

の
鰊
漁
撈
（
旧
佐
賀
家
漁
場
）
用
具
」、
国
指

定
史
跡
「
旧
佐
賀
家
漁
場
」
の
保
存
を
兼
ね
た

展
示
施
設
の
整
備
計
画
（
案
）
の
具
体
化
。
観

光
に
対
す
る
市
民
感
情
の
醸
成
に
つ
い
て
伺

う
。答

弁

財
政
の
厳
し
さ
か
ら
観
光
施
設
補
修

の
予
算
措
置
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
地
元
や
協

会
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

国
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
、
国
指
定
史

跡
に
つ
い
て
は
、
適
切
に
維
持
保
存
し
な
が
ら

郷
土
の
学
習
資
源
、
留
萌
市
の
観
光
と
い
う
視

点
で
策
定
済
み
整
備
計
画
の
再
検
討
を
進
め
て

い
く
。
観
光
客
へ
の
お
も
て
な
し
の
気
持
ち
の

醸
成
を
機
会
あ
る
ご
と
に
話
し
て
い
く
。

質
問

樺
太
引
揚
げ
三
船
殉
難
事
件
に
つ
い
て

　

留
萌
市
史
に
お
け
る
位
置
付
け
、
関
連
す
る

資
料
の
収
集
と
閲
覧
、
事
件
を
後
世
に
語
り
継

ぐ
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁

戦
争
終
結
の
中
で
の
事
件
と
し
て
重

く
受
け
と
め
新
留
萌
市
史
に
も
掲
載
。
資
料
の

収
集
と
閲
覧
は
今
後
も
進
め
、
事
件
当
時
市
民

が
総
力
支
援
し
た
こ
と
を
含
め
、
次
の
世
代
に

伝
え
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

▲三船殉難事件の悲劇を後世に伝
　える「平和の碑」

 

小
野　

敏
雄  

萌　芽
クラブ

質
問

Ｊ
Ｒ
留
萌
線
に
つ
い
て

　

Ｊ
Ｒ
留
萌
線
、
留
萌
・
増
毛
間
の
廃
線
に
伴

う
事
後
処
理
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
留
萌
線
の

路
線
見
直
し
を
ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や

方
法
で
民
意
を
く
み
取
り
、
連
携
を
進
め
て
最

終
判
断
を
下
す
の
か
を
伺
う
。

答
弁

留
鉄
道
施
設
の
調
査
は
2
月
ま
で
に

終
了
し
今
後
の
利
活
用
を
考
え
た
い
。

　

ま
た
、
路
線
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
町
内

会
長
会
議
や
市
長
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
な
ど
を
通

じ
て
市
民
の
意
見
を
集
め
て
い
る
。
8
月
に
は

沿
線
自
治
体
２
市
２
町
の
事
務
レ
ベ
ル
で
の
意

見
交
換
会
に
も
参
加
し
た
。
こ
れ
ら
を
継
続
し

な
が
ら
持
続
可
能
な
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
市

民
の
声
を
伺
い
な
が
ら
判
断
し
た
い
。

質
問

受
動
喫
煙
防
止
対
策
に
つ
い
て

　

た
ば
こ
の
副
流
煙
を
自
分
の
意
思
と
は
関
係

な
く
吸
い
込
む
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
対
策
に

つ
い
て
現
状
と
今
後
の
方
向
性
を
伺
う
。

▲厚生労働省の「受動喫煙のない
　社会を目指して」ロゴマーク

答
弁

今
後
は
国
に
よ
る
実
効
性
あ
る
対
策

が
進
め
ら
れ
る
中
で
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
対

策
を
進
め
た
い
。

 

坂
本　

守
正  

民進党

質
問

教
職
員
の
超
勤
・
多
忙
化
対
策

　
「
教
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

に
基
づ
き「
給
料
月
額
の
４
％
に
相
当
す
る『
教

職
調
整
額
』
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
時
間

外
お
よ
び
休
日
勤
務
手
当
を
支
給
し
な
い
」
と

な
っ
て
お
り
、
長
時
間
労
働
が
一
向
に
改
善
さ

れ
な
い
要
因
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
実
効
性
あ

る
超
過
勤
務
削
減
策
を
講
じ
る
の
か
。

答
弁

平
成
22
年
度
か
ら
内
容
を
見
直
し
、
継

続
的
・
反
復
的
に
取
り
組
み
、
一
定
の
効
果
は

あ
っ
た
。
教
職
員
に
求
め
ら
れ
る
役
割
が
増
大

し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
長
時
間
勤
務
が
改
善
し

な
い
一
因
で
あ
り
、
改
善
策
に
限
界
が
あ
る
と

感
じ
て
い
る
。

質
問

黄
金
岬
海
浜
公
園
の
整
備
計
画

　

黄
金
岬
は
13
万
人
余
り
の
観
光
客
が
訪
れ
ト

イ
レ
の
洋
式
化
・
オ
レ
ン
ジ
ハ
ウ
ス
の
利
活
用

や
シ
ー
ズ
ン
中
の
交
通
安
全
対
策
含
め
機
能
性

や
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
５
カ
年
を
目

途
に
計
画
を
策
定
し
て
整
備
を
進
め
て
は
。▲オレンジハウスの利活用や交通安全

　対策が課題となっている黄金岬

答
弁

他
に
老
朽
化
し
て
い
る
施
設
も
あ
り
、

観
光
施
設
全
体
を
含
め
た
課
題
を
整
理
し
、
今

後
策
定
す
る
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
個
別
施

設
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
対
応
す
る
。

 

米
倉　

靖
夫  

無会派

質
問

市
外
の
生
徒
の
受
け
入
れ
に
向
け
て

　

留
萌
高
校
と
千
望
高
校
の
合
併
に
伴
い
平
成

30
年
度
か
ら
留
萌
唯
一
の
高
校
と
な
り
、
市
外

か
ら
の
生
徒
獲
得
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

る
。

　

市
内
に
は
下
宿
な
ど
宿
泊
施
設
が
不
足
し
て

い
る
た
め
、
練
習
場
と
宿
泊
施
設
の
一
体
的
な

施
設
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
部
活
が
強
く
な

平
成
29
年 

第
３
回
定
例
会
一
般
質
問
と
答
弁

■
留
萌
市
立
病
院
病
床
削
減

　

留
萌
市
立
病
院
よ
り
病

床
数
を
「
３
０
０
床
」
か

ら
「
２
０
０
床
」
に
改
め

る
条
例
を
一
部
改
正
す
る

報
告
を
受
け
、
第
３
回
定

例
会
に
お
い
て
可
決
し
ま

し
た
。

　　　
　

　

内
訳
は
、
透
析
治
療
の

可
能
性
が
あ
る
患
者
数
の

増
加
に
伴
っ
て
人
口
透
析

の
ベ
ッ
ド
を
拡
張
す
る
に

あ
た
り
、
病
室
２
床
を
更

衣
室
に
転
用
。
ま
た
、
休

止
し
て
い
た
一
般
病
床
52

床
を
削
除
す
る
こ
と
と
し

た
も
の
で
す
。

■
入
院
患
者
ア
ン
ケ
ー
ト

　

入
院
患
者
と
そ
の
家
族

に
対
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
５
月
30
日
か
ら
１

週
間
実
施
し
、
職
員
の
あ

い
さ
つ
や
言
葉
づ
か
い
、

話
し
か
け
や
す
さ
、
ナ
ー

ス
コ
ー
ル
の
対
応
な
ど
病

院
職
員
の
対
応
と
病
院
施

設
・
設
備
な
ど
に
つ
い
て

な
ど
の
設
問
に
83
枚
の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

病
院
全
体
の
満
足
度
で

は
、「
満
足
」「
や
や
満
足
」

「
普
通
」
を
合
わ
せ
て
、

97
・
５
％
と
な
り
、
患
者

に
一
定
程
度
の
満
足
の
評

価
を
い
た
だ
い
た
報
告
を

受
け
ま
し
た
。

■
留
萌
市
職
員
数
計
画
と
採
用

　

留
萌
市
で
は
、
退
職
者

の
増
加
や
採
用
辞
退
に
よ

り
、
必
要
な
職
員
数
を
下

回
っ
て
お
り
、
平
成
26
年

３
月
に
定
員
適
正
化
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。
委
員

会
で
は
「
人
口
が
減
る
中

で
職
員
増
の
必
要
性
」「
市

内
に
居
住
し
て
い
な
い
市

役
所
職
員
」
な
ど
に
つ
い

て
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

29
年
４
月
現
在
の
一
般

会
計
職
員
数
は
１
８
２

人
で
定
員
適
正
化
計
画

１
８
８
人
を
下
回
っ
て
い

る
た
め
、
職
員
の
確
保
が

今
後
も
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

■
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
入
環

境
整
備
事
業

　

留
萌
を
訪
れ
る
外
国
人

観
光
客
な
ど
の
満
足
度
向

上
に
向
け
、
市
内
の
観
光

施
設
や
商
店
街
に
設
置
し

た
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
（
無

料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
）は
、

言
語
の
選
択
と
性
別
、
生

年
月
日
の
入
力
の
み
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
接
続
が

で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り

商
店
街
エ
リ
ア
の
交
流
人

口
増
加
や
外
国
人
観
光
客

の
消
費
需
要
拡
大
の
た

め
の
環
境
整
備
が
進
め
ら

れ
、
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い

の
創
出
と
商
店
街
の
活
性

化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

第２常任委員会からの報告 第１常任委員会からの報告

▲人工透析室
（市立病院ホームページより）

▲公共施設設置のWi-Fi

■
木
質
バ
イ
オ
先
進
地
「
下
川
町
」

を
視
察

　

下
川
町
で
は
、
森
林
林
業
を
マ
チ

づ
く
り
の
土
台
に
据
え
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
木
質
バ
イ
オ
施
策
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
た
マ
チ
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
事
例
を
視
察
す
る
た
め
、

７
月
27
日
、
議
員
10
人
、
農
林
水
産

課
主
査
（
林
務
）、
事
務
局
１
人
の

12
人
で
訪
町
し
ま
し
た
。
視
察
の
受

け
入
れ
は
、
下
川
町
観
光
協
会
が
担

当
し
、一
連
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
訪
れ
る
視
察
団
の
受
け

入
れ
も
町
の
事
業
と
し
て
施
策
化
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
感
心
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
役
場
職
員
か
ら
「
環
境
未

来
都
市
『
下
川
町
』」
の
概
要
説
明

を
受
け
、
昭
和
28
年
に
町
財
政
が

１
億
円
程
度
の
と
き
、
８
８
０
０
万

円
を
投
じ
て
国
有
林
を
購
入
す
る
こ

と
か
ら
始
ま
る
森
林
・
林
業
・
林
産

業
振
興
に
か
け
た
マ
チ
づ
く
り
の
経

緯
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
木
質
チ
ッ
プ
を
燃
料
と

す
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
11

基
に
よ
り
30
施
設
に
熱
を
供
給
し
、

周
辺
の
施
設
と
一
の
橋
地
域
で
「
一

の
橋
バ
イ
オ
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
」
と
し

て
機
能
し
て
い
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

給
型
集
住
化
エ
リ
ア
整
備
に
よ
る
集

落
の
再
生
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

木
質
バ
イ
オ
へ
の
転
換
に
際
し
て

は
、
既
存
燃
油
関
係
者
の
参
画
を
進

め
て
経
済
の
地
域
内
循
環
を
重
視
し

て
い
る
こ
と
や
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」
の
導
入
に
よ
る
多
彩
な
企
画
な

ど
、
学
ぶ
こ
と
の
多
い
視
察
と
な
り

ま
し
た
。

森林・林業・林産業活性化推進議員連盟からの報告

▲木質バイオマスボイラーを見学する議員

▲林活議員ら12人で下川町を視察
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い
る
江
差
町
か
ら
情
報
収
集
を
行
い
、
調
査
研

究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

▲旧佐賀家漁場を空から望む

 

川
口　

宏
和  

萌　芽
クラブ

質
問

こ
れ
か
ら
の
留
萌
港
に
つ
い
て

　

留
萌
港
で
の
新
た
な
取
扱
い
貨
物
の
可
能
性

は
あ
る
か
。
留
萌
港
に
お
け
る
整
備
の
課
題
、

今
後
の
整
備
計
画
、
国
土
交
通
省
が
行
う
「
み

な
と
オ
ア
シ
ス
」へ
登
録
す
る
意
向
は
あ
る
か
。

▲空から見た留萌港

答
弁

平
成
31
年
に
高
規
格
幹
線
深
川
・
留
萌

自
動
車
道
が
全
面
開
通
す
る
こ
と
か
ら
、
留
萌

港
圏
域
に
お
け
る
物
流
需
要
と
潜
在
性
の
把
握

の
た
め
に
情
報
を
収
集
し
た
い
。
多
く
の
施
設

の
老
朽
化
が
著
し
く
重
要
港
湾
と
し
て
の
機
能

維
持
や
安
全
対
策
も
課
題
。
現
在
の
港
湾
施
設

や
船
場
公
園
も
含
め
た
隣
接
す
る
施
設
の
状
況

を
基
に
登
録
が
可
能
か
研
究
を
し
て
い
く
。

質
問

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
拡
大
に
つ
い
て

　

子
育
て
世
代
が
抱
え
る
子
ど
も
の
医
療
費
に

関
す
る
不
安
や
負
担
を
な
く
し
、
安
心
し
て
子

育
て
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
る
と

市
の
出
生
数
に
変
化
が
出
る
と
考
え
る
。
15
歳

以
下
の
医
療
費
の
現
状
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る

市
独
自
の
助
成
拡
大
へ
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

答
弁

自
治
体
間
で
医
療
費
の
格
差
が
付
く

の
は
望
ま
し
く
な
い
。
国
の
施
策
や
他
市
町
村

の
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
各
種
事
業
の

検
証
を
行
う
。

 

土
田　

悦
也  

萌政会

質
問

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
か
ら

　

第
５
次
総
合
計
画
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

で
は
、
市
民
の
経
済
・
観
光
へ
の
期
待
の
大
き

さ
に
比
し
、そ
の
満
足
度
の
低
さ
が
際
立
っ
た
。

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

答
弁

る
も
い
プ
ラ
ザ
を
中
心
に
商
店
街
の
に

ぎ
わ
い
創
出
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た

が
、
市
民
満
足
度
向
上
に
至
ら
ず
苦
慮
し
て
い

る
。
関
係
団
体
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
き
、
方

向
性
を
判
断
し
た
い
。

質
問

観
光
事
業
の
地
元
経
済
へ
の
波
及
効
果

　

６
月
入
港
の
豪
華
客
船
「
飛
鳥
Ⅱ
」
の
歓
迎

事
業
は
約
２
０
７
万
円
で
実
施
さ
れ
た
が
市
民

76
名
の
見
学
会
参
加
以
上
の
効
果
が
あ
っ
た

か
。

答
弁

事
業
の
成
果
、
具
体
的
な
金
額
な
ど
は

把
握
し
て
い
な
い
が
、
一
定
の
経
済
効
果
は

あ
っ
た
と
考
え
る
。

質
問

留
萌
の
観
光
事
業
か
ら

　

留
萌
の
観
光
は
年
間
１
７
０
日
程
の
事
業
だ

が
、
観
光
産
業
確
立
に
は
通
年
の
事
業
展
開
が

必
定
で
は
な
い
か
。

▲黄金岬のにぎわい（昭和45年頃）

答
弁

観
光
産
業
の
直
接
的
な
観
光
業
者
が
少

な
い
留
萌
で
観
光
に
よ
る
効
果
を
把
握
す
る
の

は
難
し
い
が
、
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
と
で
経
済

効
果
は
一
定
程
度
期
待
で
き
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
状
況
を
踏
ま
え
て
対
応
し
た
い
。

 

村
山
ゆ
か
り  

萌　芽
クラブ

質
問

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

　

平
成
27
年
度
策
定
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
の
１
０
３
事
業
の
事
業
実
績
評
価
に
つ
い

て
、
担
当
所
管
の
自
己
評
価
だ
け
で
は
な
く
、

第
三
者
評
価
、
受
益
者
評
価
が
必
要
。
今
後
の

評
価
の
考
え
方
を
伺
い
た
い
。
地
域
が
育
て
る

公
園
づ
く
り
事
業
と
し
て
、
公
園
に
設
置
さ
れ

て
い
る
遊
具
が
一
目
で
分
か
る「
公
園
マ
ッ
プ
」

を
作
成
し
て
は
ど
う
か
。

　

病
児
保
育
事
業
が
、
一
向
に
進
ま
な
い
。
留

萌
市
立
病
院
と
は
、
ど
の
よ
う
な
協
議
を
行
っ

て
き
た
の
か
伺
い
た
い
。

▲市ホームページに掲載予定の公園

答
弁

事
業
実
績
評
価
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

子
育
て
支
援
施
策
の
推
進
に
向
け
た
適
切
な
点

検
・
評
価
と
な
る
よ
う
、
評
価
手
法
に
つ
い
て

次
回
の
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
に
合
わ
せ
て

検
討
し
た
い
。
公
園
施
設
の
改
築
お
よ
び
更
新

に
合
わ
せ
て
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
園
マ
ッ
プ

を
作
成
し
、
適
宜
更
新
を
行
っ
て
い
く
。

　

病
児
保
育
事
業
は
、
保
育
室
の
設
置
や
看
護

師
な
ど
の
人
員
確
保
が
難
し
い
が
、
留
萌
市
立

病
院
内
で
の
実
施
の
可
能
性
に
つ
い
て
協
議
を

進
め
て
い
く
。

る
と
知
名
度
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
、
生
徒
の
獲

得
に
つ
な
が
る
。
そ
れ
を
協
力
す
る
の
が
留
萌

市
だ
と
思
う
。
野
球
部
が
強
く
な
る
こ
と
で
子

ど
も
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、
大
人
に
も
夢
と
感

動
を
与
え
る
。
自
治
体
も
一
丸
と
な
っ
た
取
り

組
み
は
、
市
の
知
名
度
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
と
考

え
る
。
衰
退
し
て
い
く
町
の
起
爆
剤
と
し
て
市

民
一
丸
と
な
っ
て
盛
り
上
が
れ
た
ら
素
晴
ら
し

い
と
思
う
。
子
ど
も
た
ち
と
市
民
の
夢
、
留
萌

が
誇
れ
る
も
の
そ
れ
ら
を
叶
え
、
背
中
を
押
す

の
が
留
萌
市
だ
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

▲留萌高校野球部の試合

答
弁

市
が
宿
泊
施
設
を
作
る
の
は
難
し
い
。

両
校
の
歴
史
や
伝
統
に
配
慮
し
た
学
校
づ
く
り

が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
部

活
動
も
含
め
て
活
気
に
満
ち
た
歴
史
を
築
い
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

 

鵜
城　

雪
子  

萌政会

質
問

平
成
30
年
度
骨
格
予
算
に
つ
い
て

　

来
年
３
月
９
日
の
任
期
満
了
に
伴
う
市
長
選

を
控
え
、
来
年
度
予
算
は
人
件
費
な
ど
義
務
的

経
費
を
中
心
に
し
た
骨
格
予
算
が
組
ま
れ
る
と

考
え
る
が
、
普
通
で
は
考
え
難
い
ハ
コ
モ
ノ
事

業
費
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、

留
萌
市
の
考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。

答
弁

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
議
会
で
の

議
論
が
な
さ
れ
、
予
算
の
優
先
度
、
市
民
に
対

し
て
の
必
要
性
な
ど
を
判
断
し
、
議
会
の
了
承

を
得
て
予
算
化
し
て
い
る
と
理
解
願
い
た
い
。

質
問

Ｊ
Ｒ
留
萌
線
に
対
す
る
市
長
の
責
任

と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

　

８
月
21
日
に
深
川
市
や
深
川
商
工
会
議
所
と

の
懇
談
会
が
行
わ
れ
た
が
、
留
萌
市
か
ら
は
市

長
を
は
じ
め
誰
も
参
加
し
て
い
な
い
。
沿
線
自

治
体
と
し
て
の
責
任
や
今
後
の
対
応
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
お
聞
き
し
た
い
。

▲乗降客を待つタクシー

答
弁

留
萌
市
と
し
て
の
姿
勢
を
判
断
し
て

い
な
い
中
で
、
路
線
存
続
を
確
認
す
る
懇
談
会

に
参
加
す
る
段
階
で
は
な
い
と
見
合
わ
せ
た
。

　

ま
た
、
国
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
中
で
、
も
う
一
度
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ

い
て
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

 

戸
水
美
保
子  

留　萌
公明党

質
問

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

　

留
萌
市
通
学
路
安
全
推
進
協
議
会
が
策
定
し

て
い
る
留
萌
市
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
標
識
が
色
あ
せ
て
ド
ラ

イ
バ
ー
か
ら
は
見
え
に
く
い
状
態
に
な
っ
て
い

る
。
点
検
し
整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

▲市内の通学路２カ所に設置された注意標識

答
弁

通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
で
引
き
続
き
推
進
す
る
。

　

標
識
は
合
同
点
検
時
に
維
持
管
理
状
態
を
確

認
し
、
関
係
機
関
で
対
策
を
協
議
し
て
い
く
。

質
問

黄
金
岬
海
浜
公
園
の
整
備
に
つ
い
て

　

こ
の
夏
の
イ
ソ
ガ
ニ
の
資
源
保
護
の
啓
発
に

つ
い
て
、
ま
た
、
古
く
な
っ
た
ト
イ
レ
施
設
の

改
修
や
黄
金
岬
海
浜
公
園
の
観
光
施
設
の
配
置

図
な
ど
を
整
備
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
弁

資
源
保
護
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
作

成
、
黄
金
岬
観
光
協
会
に
配
布
し
啓
発
し
た
。

　

ト
イ
レ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
必
要
性
は
理
解

し
つ
つ
、来
訪
者
の
安
全
対
策
を
最
優
先
と
し
、

指
定
管
理
者
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
る
。

 

燕　
　

昌
克  

萌政会

質
問

観
光
を
基
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

観
光
を
基
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
観
光
産
業
が
市
の
基
幹
産
業
に
な

り
え
る
と
考
え
る
。
観
光
地
経
営
を
行
う
組
織

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
必

要
性
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

答
弁

観
光
産
業
が
、
留
萌
に
お
い
て
直
ぐ
に

基
幹
産
業
に
な
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
管
内
の

自
治
体
や
観
光
協
会
、
運
輸
業
界
や
金
融
業
界

で
組
織
さ
れ
る
西
蝦
夷
再
興
協
議
会
に
参
画

し
、
こ
の
地
域
で
ふ
さ
わ
し
い
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
あ
り

方
に
つ
い
て
研
究
し
た
い
。

質
問

産
業
遺
産
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

国
指
定
の
文
化
財
で
あ
る
ニ
シ
ン
漁
労
用
具

や
旧
佐
賀
家
漁
場
の
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た

観
光
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
、
日
本
遺
産
な
ど
の

事
業
の
検
討
に
つ
い
て
、
教
育
長
の
見
解
を
伺

い
た
い
。

答
弁

旧
佐
賀
家
漁
場
や
ニ
シ
ン
漁
労
用
具

は
適
切
に
維
持
・
保
全
し
な
が
ら
学
習
資
源
と

し
て
活
用
を
図
り
、
今
後
は
平
成
18
年
に
策
定

し
た
整
備
計
画
の
見
直
し
作
業
を
進
め
る
。
日

本
遺
産
に
つ
い
て
は
、
道
内
で
認
定
を
受
け
て
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【総務費】
Ｑ地方公共団体のストレスチェック
の実施と結果から職場内での改善
策は。

Ａ各職員に調査票を配り、本人が送
付を行い、個人情報に配慮され業
者に分析を依頼し結果を受けて毎
年行う組織ヒアリングなどで問題
点を検討、改善を進めていく。

Ｑ Ｊアラートが発令された際の学
校内の子どもたちの避難行動は。

Ａ小中学校での行動については教育
委員会から校長会を通し各学校で
対応することになっている。

Ｑ高齢者の免許証の自主返納の件数
について。

Ａ平成26年度17件、27年度32
件、28年度33件である。

Ｑ公職選挙法が改正され、昨年から
18歳以上に選挙権が与えられた
ことによる市の取り組みは。

Ａ新有権者や18歳に達した方に啓発
のハガキを送付したり、選挙を身
近に感じてもらうために児童会や
生徒会に実際の投票箱や記載台を
貸し出し、明るい選挙啓発ポスタ
ーの作成の依頼など行っている。

Ｑ古くなった防災倉庫の安全性は保
たれているのか。

Ａ市内の施設の中で一番古いので、
耐震上の問題は認識している。

▲港町にある防災倉庫

【民生費】
Ｑ療育通園センターと放課後デイサ
ービスを併用されているケースも
ある。施設の考えを聞きたい。

Ａ市内の事業所などと子どもたちの療
育に必要なサービスを展開していき
たい。平成31年度から療育通園セ
ンターは新体制となるので研究中。
Ｑ生活保護費の不正受給の実態はあ
ったか。対応について伺う。

Ａ収入があるのに未申告だったなど
の不適切な受給は９件あり、本人
に聴取し、不正だと判断した場合
は全額の返還を求めている。
【衛生費】
Ｑ市民から墓地についての要望は。
Ａ合同墓について問い合わせが数件
あり、平成30年度に建設する計
画であることを伝えた。

▲市営墓地

Ｑ医療クラークの養成と移住定住マ
ッチングの成果は。

Ａ地域医療関連人材の移住促進養成
プロジェクトであり、１年目は医
療クラークや医師事務作業補助者
の研修を行ったが、市の移住の成
果はゼロだった。

Ｑ手話通訳委託料の内容と利用され
た回数について伺う。

Ａ市内で市民生活に必要な人から依
頼があった場合に派遣する際の委
託料であり、昨年度は32件の利
用があった。
【労働費】
Ｑ勤労福祉センターの改修工事の内
容は。

Ａ利便性の向上を目的にトイレを洋
式に、和室をビニール素材貼りに
それぞれ改修した。
【農林水産費】
Ｑ営農農家にとって障がいのある方
の就労のメリットは。

Ａ田植えや野菜の収穫期の繁忙期に
依頼できることや農業に対し就労
への自信を持つ機会の創出につな
がっていることなどである。

Ｑ農家の担い手不足に力を入れてほ
しいという要望に市はどのように
応えていくのか。

Ａ難しい問題ではあるが、担い手を
確保する支援として、新たな就農
者に対し初期投資の軽減、移住し

てきた際の住居や研修の支援など
を設け、市外でPRを行っている。
【商工費】
Ｑ住宅改修の助成金の上限の拡大の
検討は。

Ａ個人の財産に対する助成となるこ
とから現在は上限の拡大は考えて
いないが、今後の経済の推移を考
慮しつつ検討していきたい。

Ｑ28年度に黄金岬海浜公園で大量
発生したドクガに対する対策は。

Ａドクガの生態を確認し、観光施設
の管理者や北海道などの協力を得
ながら防除に努めたい。
【土木費】
Ｑ高規格道路深川̶留萌道の進ち
ょく状況は。

Ａ97％ほど進んでおり、平成31年
度の供用開始に向け整備が進んで
いる。

Ｑ昨年全面供用を開始した船場公園
の年度の成果と課題は。

Ａ国道と中心街を結ぶ公園として人
の流れが増加したが、冬期間の利
用が減少することから、管理棟を
中心とした貸館などを増やす試み
を指定管理者と進めていきたい。
【教育費】
Ｑ ＡＬＴ（英語指導助手）の派遣
を依頼しても日程の都合で来ても
らえない幼稚園があると聞いた。
今後の対策は。

Ａ幼稚園への派遣はまだ実績はな
い。ＡＬＴは小中学校への派遣が
優先であることから、増員した際
に協議したい。

▲ＡＬＴと英語を学ぶ保育園児

Ｑ中央公民館のアスベストの測定結
果は。

Ａ年に一度の飛散濃度の調査では８
カ所において特段問題のある数値
ではなかった。

決算審査特別委員会からの報告（一部抜粋）９月14日～ 15日・19日、決算審査特別委員会を開きました。

　「３ソウのマチ」とい
う言葉を耳にしました。
貧乏自治体の街並みの
景観を云うものらしく
「街路の除草、橋などの
公共施設の塗装、街区の
清掃」、「草・装・掃」こ
れら３つの「ソウ」が行
き届いていないマチは
財政が逼迫しているか、
行政が取り組むべき仕
事の優先順位を誤って
いるのか、どちらかと考
えるのが順当らしい。
　この優先順位と並ん
で、限られた財源をどう
効率的に「バランス」良
く事業化するのかが行
政と議会に課せられた
命題です。ともすれば国
や北海道からの補助金
事業は、実のない「こな
し事業」に終わります。
これは、成果・継続を度
外視した単年度公会計
によるものとも考えら
れます。（土）

編集後記

こんなことが決まりました 平成29年 第３回定例会
９月５日～20日

　平成29年第３回定例会が16日間の会期で開催され、認定３件、報告９件、議案９件、決議案２件、
意見書案７件などを審議しました。

　【認　　定】
・平成28年度留萌市各会計歳入歳出決算の認定について ほか２件 ……………… 認　　定
　【報　　告】
・平成28年度留萌市の健全化判断比率の報告について
・平成28年度留萌市の資金不足比率の報告について ほか７件 ……………… 　  了
　【議　　案】
・平成29年度留萌市一般会計補正予算（第３号）
・留萌市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例制定について
・留萌市議会の議員の議員報酬等の特例に関する条例制定について ほか6件 ………………… 原案可決
　【決 議 案】
・議員定数に関する特別委員会設置についての決議
・朝鮮民主主義人民共和国のミサイル発射及び核実験に抗議する決議  ………………………… 原案可決
　【意見書案】
・林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める意見書
・受動喫煙防止対策を進めるために健康増進法の改正を求める意見書
・適正な地方財政計画の策定を求める意見書 ほか４件 ……………… 原案可決

各組合議会からの報告
　平成29年留萌消防組合議会第１回臨時会を６
月30日に開催しました。本臨時会では、「平成

二十九年度留萌消防組合補正予算（第一号）」、「動産の取得について(救
助工作車)」、「留萌消防組合職員の育児休業等に関する条例の一部を改
正する条例制定について」の３件を審議し可決しました。
　また、７月６日から７日にかけて、留萌消防
組合議会行政視察を実施し、南宗谷消防組合（枝
幸町）と稚内地区消防事務組合（稚内市）を視察。
　消防団の装備に関する事項や女性消防吏員の
登用に関する事項について、積極的に質問を行
い、充実した行政視察となりました。

　８月13日開催の留萌南部衛生組合議会第３回
議員協議会において、プラ製容器と紙製容器の分

別状況について報告がありました。プラ製容器は、適正分別66.2％、紙
製容器は、適正分別82.3％で前回調査より改善されました。
　同組合では、引き続き各市町に対し、適正な分別への周知など取り組
みをお願いしています。
　９月４日の第２回定例会では、平成28年
度留萌南部衛生組合会計歳入歳出決算を６億
7,660万7,110円の収入に対し、支出６億6,315
万3,284円で、歳入歳出差引残額1,345万3,826
円を翌年度繰越額として承認しました。

留萌消防組合議会

留萌南部衛生組合議会

▲プラごみ選別作業

▲枝幸町の南宗谷消防組合視察


